
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この３つの趣旨をもとに、平成２７年８月１０日（月）、平成２７年度８月企画といたしまして、 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ 『八戸イカの日 大研究』を開催いたしました。 

○開会式 

１、挨拶 

２、イカに関わる講演会  

【演題】“いかの街八戸へ”イカ学入門 

【講師】国立研究開発法人水産総合研究センター東北区水産研究所  

    資源海洋部 八戸庁舎 浮魚・いか資源グループ グループ長 酒井 光夫 様 

○巨大イカの解剖ショーと解剖体験 

       ○イカを使った料理教室 

          【講師】おさかな応援隊隊員 

           青森県漁業士会三八支部会  指導漁業士 畑中 淳子 様 

       ○イカ釣り体験、イカ焼きそばとイカ大根のお振る舞い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マリエント「ちきゅう」たんけんクラブ  

『八戸イカの日 大研究』 

平成２７年８月のマリエント「ちきゅう」たんけんクラブ活動をご報告します。 

○八戸が水揚げ日本一であり、八戸を代表する水産資源「イカ」について、八戸ならではの視点から生態や漁業を学ぶとと

もに、「食する」ことで海・イカ・人間の深い関わりを学ぶ。 

○当活動を通して漁業や環境変動がイカ資源へ及ぼす影響を学ぶことにより、海を守り、資源を適正に管理していくことの

大切さを学ぶ。 

○当活動を通して「八戸イカ」の宣伝・広報、地域への普及、消費拡大、差別化・高付加価値化・ブランド化を図る。 

〈活動内容〉  

講演後に全員で記念撮影 



開会式  

 

イカに関わる講演会 

【演題】“いかの街八戸へ”イカ学入門 
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八戸市水産科学館マリエント館長 吉井
よ し い
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 国立研究開発法人水産総合研究センター東北区水産研究所 

資源海洋部  部長 岩崎
いわさき

 俊秀
としひで

 様 

国立研究開発法人水産総合研究センター東北区水産研究所 

資源海洋部  浮魚・いか資源グループ  

グループ長 酒井 光夫 様 

国立研究開発法人水産総合研究センター東北区水産研究所 

資源海洋部 浮魚・いか資源グループ グループ長 酒井 光夫 様 

今回の講演では、イカの生態の他、漁業や資源についても触れていただき、より高度な内容を聞

ける大変貴重な機会となりました。 



巨大イカの解剖ショーと解剖体験 

天候に恵まれ、４階屋外のシンボルコートにクラブ

会員をはじめ一般の方々も交えて多くの方が集まり

ました。解剖ショーでは、世界最大の食用いか“ア

メリカオオアカイカ”が登場！重さは５９.１kg、大

きさは１ｍ１２ｃｍ、触腕の先まで合わせると１ｍ

５０ｃｍもありました。解剖をしていく中で、心臓

が３つあることや、吸盤はギザギザした輪になって

いるなど、多くの発見がありました。 



イカを使った料理教室 

【講師】おさかな応援隊
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巨大イカの解剖ショーを終え、今度はクラブ会員一人一人、畑中様のご指導のもと、家庭で簡単に出来

るイカ料理について学習を行い、自分たちでイカを捌いてみました。また、今回料理教室に使用したス

ルメイカは、「八戸市」と「イカの街はちのへ連絡協議会」の皆様が提供してくださいました。 

 

イカ焼きそばとイカ大根のお振る舞い 

 

 

八戸中央ロータリークラブの皆様は、美味しいイカ焼きそばを提供してくださいました。また、マリエ

ントスタッフが作った「イカ大根」もお振る舞いさせていただきました。活動後に皆で食べる食事は格

別ですね。 

 

八戸中央ロータリークラブの皆様 

八戸中央ロータリークラブの皆様 



イカ釣り体験 

４階シンボルコートではイカ釣り体験を行いました。活きの良いイカが水を飛ばしたり、スリルを味

わいながらの体験は大変盛り上がりました。 

 

 

最後となりましたが、当企画をとおして、八戸のイカの魅力、生態、食育について、クラブ会員をは

じめ、多くの皆様に知っていただくことができたと思います。 

また、イカに関わる講演会「“いかの街八戸へ”イカ学入門」、「巨大イカの解剖ショー」は本企画一番の

目玉となり、多くの方々にイカの生態について深く知っていただく大変貴重な体験となりました。今後

もイカを活用した企画や活動の開催を継続して実施してまいりたいと考えておりますので、引き続きご

指導ご協力をいただきたく存じます。国立研究開発法人水産総合研究センター東北区水産研究所の皆様、

青森県おさかな応援隊の皆様、八戸中央ロータリークラブの皆様、八戸市とイカの街はちのへ連絡協議

会の皆様、心より御礼申し上げます。 

 


